
発行／広島県農業共済組合第 12 号
発行月／平成29年6月

〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
TEL 082-262-4711　FAX 082-262-5155
URL   http://www.nosai-hiroshima.or.jp
E-mail   nosai34@nosai-hiroshima.or.jp

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

本　所

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

NOSAI 広島へのお問い合わせ・ご連絡先

広島市（佐伯区を除く）、府中町・海田町・熊野町・坂町

広島市佐伯区、大竹市、廿日市市

安芸高田市・安芸太田町・北広島町

江田島市、呉市音戸町・倉橋町

三原市、尾道市、府中市、世羅町

福山市、神石高原町

三次市、庄原市

東広島市（安芸津町を除く）、呉市（安浦町・川尻町・下蒲刈町・
蒲刈町・豊浜町・豊町・音戸町・倉橋町を除く）
竹原市、東広島市安芸津町、呉市安浦町・川尻町・下蒲刈町・
蒲刈町・豊浜町・豊町、大崎上島町

広島市佐伯区の佐藤いのりちゃん（２）は、
お気に入りの傘を持ってお出掛けするのが
大好き。自宅で飼っているネコのテンちゃん
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表紙写真紹介

福
山
市
御
幸
町

中
島 

輝
雄
さ
ん（
66
）

　
　 

桂
子
さ
ん（
65
）

な
か

し
ま

て
る

お

け
い

こ
ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  
集 
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2017

　
保
育
士
に
な
っ
て
6
年
目
。
日
々
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
信
頼
関
係
を
築

け
て
き
た
な
と
実
感
で
き
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。
園
児
が
私
の
こ
と
を
「
し
ぇ
ん

し
ぇ
い
（
先
生
）
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
こ

と
に
も
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　
家
で
は
家
族
が
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
料
理
の
レ
シ
ピ
を
見
ず
に
、
家
に
あ

る
食
材
を
使
っ
て
、
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
と
料
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

數
佐 

尚
子
さ
ん
（
25
）

か
ず

さ

よ
し

こ

東
広
島
市
八
本
松
町

き
ら
り

写真や絵手紙など、
お気軽にお寄せください。

〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
ＮＯＳＡＩ広島　ノーサイくん宛

送付先

TEL.082-262-4711　総務部 企画情報課

お問い合わせ先

注意事項

◎投稿は郵送に限り、投稿サイズは、はがき～
Ａ３判まで（写真はＬ判のみ）とします。

◎投稿された写真・絵手紙等は返却できませ
ん。紙面等の都合に合わせて随時掲載して
いきます。

◎紙面作り以外の目的には使用いたしませ
ん。ただし、広報紙はホームページでも掲載
します。

読
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
投
稿
を

募
集
し
ま
す
！

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
損
害
評
価
会

委
員
と
し
て
、
被
害
申
告
の

あ
っ
た
ほ
場
の
現
地
調
査
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
４
月
か

ら
は
総
代
も
兼
任
し
、
組
合
員

の
代
表
と
し
て
、
組
合
運
営
の

方
向
を
決
め
る
重
要
な
責
務
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
密
着
型
で
農
家
を
支

え
る
組
織
で
あ
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
4
回 
通
常
総
代
会
開
催

第
4
回 
通
常
総
代
会
開
催



　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

広
島
）
の
第
４
回
通
常
総
代
会
を
、
６
月

14
日
に
広
島
市
南
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
広
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
５
３
人
の
う
ち
1
4
7
人

（
本
人
出
席
85
人
、
書
面
出
席
62
人
）
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
業

務
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
14
議
案
が
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
農
家
・
組
合
員
の
よ

り
身
近
な
存
在
と
な
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な

る
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
に
努
め
、
事
業
目
標

の
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
、
農
林
水
産
省

中
国
四
国
農
政
局
地
方
参
事
官
（
広
島
県

拠
点
）
か
ら
、
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

03 02

全
14
議
案
を
可
決
承
認

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた

爲成 五月男 総代
（東広島市豊栄町）

渡邉 昭二 組合長理事

広
島
県
農
林
水
産
局

上
仲 

孝
昌 

局
長

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は
、
今
年
、

発
足
70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

ま
す
。
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
か
ら
組
合
の
運
営
に
格
別
の
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
政
府
は
、
今
通
常
国
会
で
「
農

業
競
争
力
支
援
法
案
」
を
は
じ
め

８
本
に
お
よ
ぶ
農
政
改
革
法
案
を

審
議
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に

は
、
「
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
と
し
て
、

品
目
を
限
定
せ
ず
に
農
家
ご
と
の

収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
「
収
入

保
険
制
度
」
の
創
設
が
、
農
業
災

害
補
償
法
を
一
部
改
正
し
て
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
青
色
申
告

を
行
い
、
経
営
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
い
る
農
家
を
対
象
に
、
そ

の
農
業
収
入
の
減
少
に
つ
い
て
保

険
金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
で
、
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
平
成
30
年
の

秋
ご
ろ
か
ら
加
入
申
請
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
も
農
作

物
共
済
の
当
然
加
入
方
式
か
ら
任
意

加
入
方
式
へ
の
移
行
、
家
畜
共
済
の

死
廃
共
済
と
病
傷
共
済
を
分
離
す
る

な
ど
の
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
、
法

律
名
も
「
農
業
保
険
法
」
に
改
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
収
入
保
険
制
度
の
事

業
主
体
と
し
て
、
役
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
収
入
保
険
制
度
の
農
家

へ
の
周
知
に
努
め
、
収
入
保
険
制

度
と
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
両
輪

で
、
農
家
経
営
と
地
域
を
支
え
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
と

収
入
保
険
制
度
で

支
え
る

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

第
12
号
議
案

第
13
号
議
案

第
14
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

第
7
号
議
案

第
8
号
議
案

第
9
号
議
案
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平
成
28
年
度
事
業
報
告
書
、

財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処

理
案
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
事
業
計
画
設

定
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
事
務
費
賦
課

額
及
び
賦
課
方
法
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
役
員
報
酬
、
顧

問
料
、
損
害
評
価
会
委
員
、

損
害
評
価
会
支
所
委
員
、

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、

損
害
評
価
員
及
び
共
済
委

員
等
の
手
当
支
給
額
に
つ

い
て

平
成
29
年
度
無
事
戻
金
の

支
払
い
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
農
作
物
共
済

特
別
積
立
金
の
取
崩
し
額

に
つ
い
て

平
成
29
年
度
家
畜
共
済
特

別
積
立
金
の
取
崩
し
額
に

つ
い
て

平
成
29
年
度
に
お
け
る
借

入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ

い
て

平
成
29
年
度
余
裕
金
預
入

先
決
定
に
つ
い
て

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責

任
安
定
化
対
策
に
係
る
契
約

（
附
属
書
）
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損

害
評
価
会
支
所
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局

広
島
県
拠
点

二
井 

幸
徳 

地
方
参
事
官

第
4
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
4
回 

通
常
総
代
会
開
催

農
家
経
営
と
地
域
を
支
え
る
組
合
に

農
家
経
営
と
地
域
を
支
え
る
組
合
に

特集

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合

運
営
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関

で
す
。
通
常
総
代
会
は
事
業
年

度
ご
と
に
１
回
、
組
合
の
理
事

が
招
集
し
ま
す
。



平
成
28
年
度

事
業
報
告

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　
　

●
法
人
や
大
型
農
家
へ
の
農
地
集
積
が
図

ら
れ
た
も
の
の
、
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農

や
生
産
数
量
目
標
が
減
少
し
た
た
め
、
引

受
面
積
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
食
害
お
よ
び

踏
み
倒
し
等
が
県
内
全
域
で
発
生
し
、
一

部
地
域
で
は
天
候
不
良
等
で
病
害
等
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
局
所
的
に
猛
烈
な

雨
が
降
り
、
水
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

イノシシ等による踏み倒し被害のあった水稲

イノシシの被害にあった大豆

積雪により倒壊したハウス

土砂崩れの被害にあった建物転覆により損傷したコンバイン

●
一
部
地
域
で
作
付
け
を
中
止
す
る
農
家

が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
た
に
作
付
け
す
る

法
人
等
や
作
付
面
積
の
拡
大
に
よ
り
、
引

受
戸
数
・
面
積
が
増
加
し
ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
な
ら
び
に

生
育
不
良
が
発
生
し
、
一
部
耕
地
で
獣
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
や
酪
農
か
ら
和
牛
繁
殖
へ
の
転

換
等
に
よ
り
、
引
受
頭
数
が
減
少
し
た
も

の
の
、
家
畜
の
評
価
額
が
上
昇
し
た
た

め
、
共
済
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
は
、
肉
豚
の
事
故
増
に
よ
り

事
故
頭
数
・
共
済
金
と
も
に
増
加
し
ま
し

た
。
病
傷
事
故
は
、
種
豚
の
事
故
増
に
よ

り
事
故
件
数
が
増
え
ま
し
た
が
、
成
乳
牛

の
事
故
は
減
っ
た
た
め
、
全
体
の
共
済
金

は
減
少
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
栽
培
規
模
の
縮
小
や

離
農
等
が
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
引
受

面
積
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
新
規
の
引
受

け
が
あ
り
共
済
金
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

●
主
な
被
害
と
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
に

よ
る
食
害
や
凍
霜
害
に
よ
る
着
花
不
良
、

病
虫
害
に
よ
る
落
果
・
傷
果
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

土壌湿潤による生育不良となった麦

イノシシによる果樹の枝折れ

05 042017  第12号

平成28年度　事業実績表

11,950
45

23,932
28,955

519
216
895

24,720
3,621

94,853

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

1,456,669
687

576,363

128,228
4,151

198,872
131,386,114

1,924,098
135,675,181

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

ha

ha

頭

件

ha

ha

棟

棟

台

23,401
242

73,547

394
260

4,222
114,758

10,164

ha

ha

頭

ha

ha

棟

棟

台

35,722
92

769

933
136

1,161
71,424

4,782

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

農作物（水稲）
農作物（麦）

家 畜

果 樹
畑作物（大豆）
園芸施設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数
共済種類

●
他
の
農
作
物
へ
の
作
付
転
換
等
に
よ
り

引
受
面
積
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
新
規
加

入
に
よ
り
引
受
戸
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

県
内
全
域
で
、
丹
波
黒
以
外
の
黒
大
豆
の

引
受
け
や
全
相
殺
方
式
へ
加
入
し
た
法
人

等
が
あ
っ
た
た
め
、
共
済
金
額
が
増
加
し

ま
し
た
。

●
土
壌
湿
潤
に
よ
る
発
芽
不
良
、
生
育
不

良
が
発
生
し
、
中
山
間
部
を
中
心
に
獣
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
規
模
縮
小
や
離
農
等

で
引
受
戸
数
・
棟
数
・
共
済
金
額
が
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
等
お

よ
び
個
人
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。

●
主
な
被
害
は
、
低
気
圧
通
過
に
伴
う
強

風
と
、
１
月
の
積
雪
に
よ
る
本
体
の
倒

壊
、
被
覆
材
の
損
傷
で
し
た
。
ま
た
、
施

設
内
農
作
物
の
ト
マ
ト
に
青
枯
病
、
キ
ュ

ウ
リ
に
褐
斑
病
、
べ
と
病
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

●
建
物
の
解
体
、
不
在
住
宅
の
増
加
等
で
引
受

棟
数
・
共
済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

●
火
災
・
落
雷
事
故
は
前
年
度
に
比
べ
減

少
し
ま
し
た

が
、
自
然
災

害
は
６
月
の

大
雨
に
よ
る

土
砂
崩
れ
、

１
月
の
積
雪

に
よ
る
被
害

が
発
生
し
ま

し
た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
に
よ
り
引
受
台

数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
等
の
大
型

農
家
の
新
規

加
入
が
あ
り

ま
し
た
。

●
発
生
し
た

事
故
全
体
の

９
割
が
、
接

触
や
転
覆
等

の
稼
働
中
の

事
故
で
し

た
。

合　計 合　計

399
41

7,288
21,936
13
36
95

535
122
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農
作
物
共
済（
水
稲
）

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
麦
）

果
樹
共
済

家
畜
共
済



平成29年度

事業計画

平成29年度

業務収支
予算

　平
成
29
年
度
は
、
農
家
・
組
合
員
と
の
接
点
強
化

を
図
り
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
補
償
内
容
の
提

案
を
行
う
こ
と
で
制
度
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　ま
た
、
被
害
発
生
時
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
被
害
状
況
を
早
期
・
的
確
に
把
握
し
、

迅
速
か
つ
適
正
な
損
害
評
価
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

●
広
島
支
所

広
島
市
中
区
・

南
区
・
西
区
・

東
区
・
安
芸
区
、

安
芸
郡
府
中
町
・

海
田
町
・
熊
野
町
・

坂
町

笠
間 

茂

山
根 

進

柚
木 

寛
機

原 

恭
博

広
島
市
安
佐
南
区
・

安
佐
北
区

吉
本 

年
行

谷 

清
文

内
藤 

一
郎

脊
戸 

千
恵
光

壹
栁 

昌

清
水 

芳
則

平
藪 

雅
文

住
田 

幸
治

広
島
市
佐
伯
区
、

大
竹
市
、

廿
日
市
市

児
玉 

ミ
チ
子

木
村 

正
典

上
岡 

正
和

中
山 

誠
治

大
畠 

明
徳

國
廣 

義
之

斉
藤 

真
治

植
本 

洋
光

●
北
広
島
支
所

安
芸
高
田
市

木
坂 

準
次
郎

沖
土
居 

利
丸

道
面 

顕
俊

佐
々
木 

克
義

栗
田 

正
志

湯
浅 

文
夫

山
岡 

誠
治

安
田 

暁

武
井 

治
成

光
永 

直
義

三
上 

信
行

山
県
郡

安
芸
太
田
町
・

北
広
島
町

斉
藤 

義
昭

小
笠
原 

元
治

栗
栖 

智
典

齋
藤 

勝
政

下
杉 

孝

角
甲 

正
行

郷
田 

信
夫

国
安 

勝
美

石
田 

叶
好

田
坂 

政
博

岩
﨑 

正
司

仲
本 

勇

平
岡 

正
典

佐
伯 

勝
利

爲
成 

五
月
男

立
原 

俊
三

和
田 

弘
紀

平
義 

清
之

大
垣 

博
之

沖
川 

満

竹
原
市
、

東
広
島
市

安
芸
津
町
、

豊
田
郡

大
崎
上
島
町

西
野 

勇
一

祐
本 

征
武

垣
内 

幸
雄

藤
原 

憲
照

呉
市
（
音
戸
町
・

倉
橋
町
除
く
）

池
田 

勝
憲

金
原 

茂
之

上
田 

節
臣

椋
開
地 

省
二

江
田
島
市
、
呉
市

音
戸
町
・
倉
橋
町

小
跡 

孝
廣

木
村 

博

倉
田 

健
治

加
川 

節
夫

岡
本 

隆

本
多 

進

世
羅
郡
世
羅
町

正
地 

智
昭

松
木 

克
二

中
戸 

芳
則

山
根 

壽
雄

金
尾 

元
治

矢
山 

信
男

平
野 

昌
昭

有
田 

義
幸

宮
本 

和
義

重
津 

征
二

●
福
山
支
所

福
山
市
（
内
海

町
・
沼
隈
町
・

神
辺
町
・
新
市

町
除
く
）

喜
多
村 

眞
次

中
島 

輝
雄

今
井 

康
司

藤
井 

隆

小
川 

和
良

奥
田 

和
久

大
元 

教
義

西
村 

敏
正

福
山
市
内
海
町
・

沼
隈
町
・

神
辺
町
・

新
市
町

渡
壁 
則
人

谷
本 
憲
彦

岩
森 

逸
美

平
川 

輝
司

神
石
郡

神
石
高
原
町

石
井 

義
美

藤
田 

義
則

豊
田 

耕
三

宮
﨑 

征
二

三
原 

正
義

森
繁 

賢
治

佐
伯 

知
省

●
三
次
支
所

三
次
市
（
吉
舎

町
・
三
良
坂
町
・

三
和
町
・

甲
奴
町
除
く
）

森
田 

健
二

池
田 

軍
二

福
吉 

俊
朗

平
尾 

敏
之

加
藤 

順
三

橋
本 

正
二

森 

和
博

杉
本 

剛

山
音 

昇
三

●
世
羅
支
所

三
原
市

三
原
地
区
・

本
郷
地
区

行
長 

啓
三

福
田 

正
行

山
本 

重
美

柄
﨑 

亘

三
原
市

久
井
町
・

大
和
町

花
垣 

俊
則

泉
盛 

厚
夫

神
垣 

明
司

岡
場 

弘
雄

車
谷 

一
美

尾
道
市

坂
田 

滋

髙
橋 

泰
登

須
山 

猛

由
川 

光
明

瀧
本 

一
成

櫻
本 

訓
由

藤
田 

日
吉

府
中
市

小
林 

松
夫

藤
吉 

國
明

07 06

●
東
広
島
支
所

東
広
島
市

西
条
地
区
・

八
本
松
地
区

土
井 

毅

舛
長 

一
一

髙
尾 

昭
臣

竹
下 

年
春

河
野 

憲
治

東
広
島
市

志
和
地
区
・

高
屋
地
区

上
田 

秋
人

苅
山 

文
明

向
原 

寛
二

亀
井 

信
昭

平
田 

誠

東
広
島
市

福
富
町
・
豊
栄
町
・

河
内
地
区
・

黒
瀬
地
区

2017  第12号

組
合
員
の
代
表
1
5
3
名
が
決
定

　旧
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
3
年
間
に
わ
た
り
組
合
運
営
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
、
総
代
が
改
選
さ
れ
、
1
5
3
名
の
総
代
が
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

総
代
と
は

総
代
は
組
合
員
の
代
表
で
す
。組
合
の
最
高
議
決
機
関

で
あ
る
総
代
会
で
、定
款
の
変
更
、事
業
計
画
の
設
定
や

予
算
の
承
認
な
ど
組
合
運
営
の
方
針
を
決
め
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。任
期
は
３
年
で
す
。

三
次
市
吉
舎
町
・
三

良
坂
町
・

三
和
町
・
甲
奴
町

伊
達 

幸
之
助

上
垣 

良
三

上
谷 

俊
治

坂
田 

洋
二

佐
々
木 

啓
三

伊
藤 

榮

中
垣 
吉
雄

庄
原
市
（
西
城
町
・

東
城
町
・
口
和
町
・

高
野
町
・
比
和
町
除

く
）

田
邉 

義
晴

植
木 

登
夫

佐
々
木 

信
行

岡
田 

武

上
田 

直
幸

大
沢 

忠
夫

妹
尾 

實

庄
原
市
西
城
町
・

東
城
町
・
口
和
町
・

高
野
町
・
比
和
町

細
川 

福
夫

片
山 

悟

藤
原 

富
雄

沖
野 

利
政

松
岡 

覚
身

宗
藤 

重
穂

義
志 

友
幸

八
川 

俊
治

　収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
、

事
務
費
国
庫
補
助
金
を
主
と
す

る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で

す
。
次
が
事
業
か
ら
受
け
入
れ

る
金
額
で
、
組
合
の
事
業
運
営

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
重
要

な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　支
出
で
は
、
人
件
費
・
旅
費

の
次
に
事
務
所
等
の
維
持
費
用

が
大
き
く
、
こ
こ
に
は
光
熱
水

費
、
事
務
機
器
・
公
用
車
リ
ー

ス
料
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
業
務
費
に
は
会
議
費
や
共

済
委
員
等
報
酬
な
ど
が
含
ま

れ
、
損
害
防
止
事
業
に
要
す
る

費
用
に
は
、
獣
害
等
対
策
費
の

一
部
助
成
や
家
畜
共
済
の
疾
病

予
防
事
業
費
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

総
額
18
億
8
2
3
1
万
円

人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

141,232
4,531
8,661
9,168

12,005
2,547
4,736
1,989
3,362

188,231

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金

国などからの補助金

組合員から納められる賦課金

損害防止事業で農家から受け入れる金額

預金の利息

事業から受け入れる金額

各種引当金戻入

事務機器運用等のための積立からの戻入

その他

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

《 引受規模と共済金額 》
引受目標総共済金額  １兆3,492億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

2,339,705ａ
142億8,842万円農作物共済

75,649頭
59億8,180万円家 畜 共 済

41,886ａ
13億9,962万円果 樹 共 済

26,738ａ
4,368万円畑作物共済

4,412棟
20億6,793万円園芸施設共済

114,050棟
１兆3,058億円建 物 共 済

10,407台
196億5,997万円農機具共済

739
86,037

7,730
1,052
6,496

70,703
10,948

1,172
3,354

188,231

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

総
代
紹
介

特 集 第4回 通常総代会開催第4回 通常総代会開催



参
事 

沖
田 

康
照

《
監
査
室
》

室
長 

三
好 

富
生

　
　 

竹
田 

靖

　
　 

稲
岡 

大
介

《
総
務
部
》

部
長 

藤
原 

信
彦

■
総
務
課

課
長 

伊
藤 

立
真

　
　 

山
口 

貴
雅

　
　 

廣
山 

聖
志

　
　 

岡
本 

大
祐

　
　 

下
奥 

有
華

　
　 

松
谷 

祐
季

■
経
理
課

課
長 

有
木 

透

　
　 

石
井 

優
二

　
　 

小
林 

公
美
子

　
　 

森
田 

泰
之

　
　 

内
藤 

雅
史

■
企
画
情
報
課

課
長 

狭
間 

法
好

　
　 

西
部 

吉
次

　
　 

地
京 

弘
敏

　
　 

石
丸 

貞
之

　
　 

髙
畑 

武
生

　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　 

谷
本 

義
樹

　
　 

横
関 

麻
衣

　
　 

岡
崎 

翔
太

《
事
業
部
》

部
長 

三
浦 

眞
治

■
農
産
課

課
長 
湯
浅 
豪

　
　 

上
中 
敏
和

　
　 

岩
見 
宏
伸

　
　 

高
橋 
諭
史

■
果
樹
園
芸
課

課
長 

岡
野 

点

　
　 

元
村 

弘

　
　 

竹
内 

貴
法

　
　 

奥
田 

誠

　
　 

松
本 

一
樹

■
任
意
課

課
長 

今
中 

政
喜

　
　 

吉
崎 

浩
司

　
　 

白
石 

美
智
香

　
　 

大
下 

尚
紀

　
　 

京
極 

真
一
郎

《
家
畜
部
》

部
長 

大
川 

雄
三

■
家
畜
課

課
長 

前
田 

陽
平

　
　 

宮
田 

俊
昭

　
　 

岡
田 

文
香

　
　 

井
原 

眞
悟

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
長 

国
重 

俊
治

　
　 

玉
川 

朋
治(

兼
務
）

　
　 

黒
瀬 

智
泰

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

国
重 

俊
治(

兼
務
）

　
　 

玉
川 

朋
治

　
　 
黒
瀬 

智
泰(

兼
務
）

　
　 
江
口 

佳
菜

　
　 
向
井 
裕
次
郎

　
　 

檜
垣 
恒
夫

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

大
下 

克
史

　
　 

酒
井 

亮(

兼
務
）

　
　 

石
橋 

朝
子

　
　 

鈴
木 

直
樹

　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　 

大
塚 

緑

　
　 

木
下 

啓
三

　
　 

大
田 

哲
夫

　
　 

中
谷 

啓
二

●
廿
日
市
分
室

　
　 

酒
井 

亮

　
　 

石
橋 

一
郎

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
長 

竹
内 

泰
造

　
　 

伊
集
院 

潔(

兼
務
）

　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　 

金
子 

宗
平

　
　 

堀 

香
織

　
　 

稗
田 

優

　
　 

金
本 

淳
也

　
　 

石
川 

生
夫

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

宮
本 

隆
生

　
　 

教
蓮 

嘉
昭

　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　 

矢
野 

健
太

　
　 

安
田 

沙
織

支
所
長

　
　 

吉
岡 

道
宏

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

田
辺 

栄

　
　 

前
山 

有
紀

■
第
１
事
業
課

課
長 

松
浦 

宏
明

　
　 

今
田 

信
男

　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　 

立
川 

就
彦

　
　 

近
藤 

真
一

　
　 

山
形 

直
之

　
　 

坂
下 

順
一

　
　 

古
川 

敦
士

■
第
２
事
業
課

課
長 
中
森 

司

　
　 
山
本 
直
子

　
　 

茶
堂 
達

　
　 

倉
増 
浩
治

　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　 

土
井 

雅
史

　
　 

片
山 

元
喜

　
　 

西
川 

光
昭

本
　
所

世
羅
支
所

家
畜
診
療
所
等

支
所
長

　
　 

稲
場 

信
昭

　
　
（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

池
田 

和
夫

　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
長 

松
村 

知
彦

　
　 

盛
定 

義
統

　
　 

和
田 

勝

　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　 

真
田 

朋
典

　
　 

小
川 

尚
哉

　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　 

田
中 

千
絵

　
　 

谷
口 

知
明

　
　 

津
田 

浩
周

■
第
２
事
業
課

課
長 

酒
井 

邦
男

　
　 

宗
行 

寛
明

　
　 

森
藤 

ひ
と
み

　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　 

島
田 

姫
里

　
　 

中
谷 

綾
子

　
　 

上
田 

勇
希

支
所
長

　
　 

山
田 

正
典

■
管
理
課

課
長 

矢
野 

博
登

　
　 

小
林 

瑞
穂

■
事
業
課

課
長 

金
清 

繁
昭

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

鹿
田 

順
一
郎

　
　 

江
村 

和
昭

　
　 

尾
越 

徳
昭

　
　 

中
尾 

潤
子

　
　 

角
谷 

修
司

　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　 

林
内 

宏
之

　
　 

榊 

花
織

　
　 

横
山 

久
泰

　
　 

中
光 

智
子

支
所
長

　
　 

三
宅 

達
成

　
　 

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

若
鳥 

圭
介

　
　 

伊
藤 

順
子

　
　 

成
相 

真
宏

■
第
１
事
業
課

課
長 

高
野 

良
治

　
　 

黒
田 

正
彦

　
　 

吉
森 

勝
文

　
　 

田
口 

玲
子

　
　 

冨
原 

直
栄

　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　 

永
谷 

仁
和

　
　 

中
村 

道
明

　
　 

国
実 

哲
弘

　
　 

片
岡 

高
志

　
　 

池
田 

智
也

　
　 

加
藤 

慎
矢

■
第
２
事
業
課

課
長 

清
水 

芳
樹

　
　 

宍
戸 

弘

　
　 

伊
達 

一
則

　
　 

立
石 

祥
三

　
　 

小
田 

純
之

支
所
長

　
　 

白
石 

政
美

　   

（
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

重
光 

俊
幸

　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　

■
事
業
課

課
長 

末
田 

紘
二

　
　 

小
川 

隆
宏

　
　 

石
井 

勇

　
　 

唐
原 

圭
三

　
　 

近
藤 

宏
顕

　
　 

重
村 

高
徳

　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　 

石
川 

佐
智
子

　
　 

西
村 

崇

　
　 

江
崎 

譲

　
　 

藤
本 

聡
史

■
安
芸
津
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

大
島 

泰
山

　
　 

川
邉 

龍
蔵

　
　 

木
光 

崇
雄

　
　 

加
藤 

広
彰

　
　 

今
岡 

昌
士

　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　 

東 

美
恵
子

■
江
田
島
連
絡
所

　
　 

久
保 

隆
裕

　
　 

三
王 

健
文

09 08

●
福
山
分
室

　
　 

伊
集
院 

潔

　
　 

秋
田 

真
司

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
長 

片
山 

征
洋

　
　 

岡
本 

誠

　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　 

原
口 

麻
子

　
　 

上
之
郷 

佑
実

　
　 

平
田 

晴
美

　
　 

伊
藤 

忠
則

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
長 

市
場 

聖
治

　
　 

山
形 

光
正

　
　 

髙
嶋 

実
和

　
　 

河
野 

俊
朗

支
所
長

　
　 

前
田 
智
子

■
管
理
課

課
長 

升
田 

雅
弘

　
　 

大
下 

育
栄

■
事
業
課

課
長 

西
川 

正
文

　
　 

槇
本 

慎
太
郎

　
　 

酒
井 

政
博

　
　 

桝
本 

さ
お
り

　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　 

和
田 

継
信

　
　 

光
永 

真
史

　
　 

井
手 

基
文
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東
広
島
支
所

三
次
支
所

福
山
支
所

広
島
支
所

北
広
島
支
所

http://www.nosai-hiroshima.or.jp/

　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　 

増
田 

真
理
子

　
　 

谷
藤 

左
千
子

　
　 

山
中 

崇

　
　 

前
山 

岳
彦

　
　 

横
川 

勝
俊

　
　 

石
原 

達
也

●
退
職
者

平
成
29
年
3
月
31
日
付

児
玉 

正
昭

　
（
経
理
課
長
）

石
橋 

一
郎

　
（
北
広
島
家
畜
診
療
所
長
）

神
岡 

康
博

　
（
三
次
家
畜
診
療
所
長
）

永
宗 

節
子

　
（
三
次
支
所 

第
１
事
業
課
）

国
好 

宏
実

　
（
家
畜
課
）

平
成
29
年
1
月
31
日
付

川
上 

雅
則

　
（
北
広
島
支
所

　 

第
２
事
業
課
）

●
再
雇
用

平
成
29
年
4
月
1
日
付

石
橋 

一
郎

　
（
北
広
島
家
畜
診
療
所

　 

廿
日
市
分
室
）

　平
成
28
年
度
「
信
頼
の
き
ず
な
」
未
来
に
つ
な
げ

る
運
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た

方
々
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
に
つ
な
げ
る
運
動
表
彰

平
成
28
年
度

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）（
敬
称
略
）
　

　
福
川 

彰
（
広
島
市
安
佐
北
区
）

　
中
森 

由
美
（
北
広
島
町
）

　
渡
部 

昭
登
（
東
広
島
市
）

　
伊
藤 

京
三
（
三
原
市
）

　
横
村 

健
治
（
神
石
高
原
町
）

　
安
好 

主
男
（
庄
原
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）（
敬
称
略
）
　

　
井
野
上 

正
治
（
広
島
市
安
佐
北
区
）

　
橋
詰 

賀
夫
（
北
広
島
町
）

　
高
重 

祐
江
（
竹
原
市
）

　
栗
原 

晋
太
郎
（
世
羅
町
）

　
柿
木 

敏
秀
（
福
山
市
）

　
佐
々
木 

繁
樹
（
庄
原
市
）

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
の

新
任
職
員

新
任
職
員
で
す
！

瀧奥 健吾
（庄原家畜診療所）

金本 淳也
（府中家畜診療所）

藤本 聡史
（東広島支所 事業課）

大塚 緑
（北広島家畜診療所）

職
員
紹
介

職 員 募 集職 員 募 集
広島県農業共済組合では、平成30年度職員採用を予定
しています。
詳しい内容などは、次号の広報紙またはＮＯＳＡＩ広島
のホームページをご覧ください。
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農
業
経
営
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
平
成
31
年
産
か
ら
「
収
入
保
険
制
度
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
品
目
を
限
定
せ
ず
に
農
家
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
を
対
象
に
、
自
然
災
害
に
よ
る

収
量
の
減
少
に
加
え
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
減
収
を
補
て
ん
（
補
償
）
す
る
仕
組
み
で
す
。
収
入
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
今
号
か
ら
詳
し
く
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
回
は
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
で
す
。

収入保険制度
加入するには

　
収
入
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
青
色
申
告
を
行

い
、
経
営
管
理
を
適
切
に
行
っ
て
い

る
こ
と
が
要
件
に
な
り
ま
す
。

　
過
去
５
年
間
の
農
産
物
の
販
売
収

入
の
平
均
か
ら
基
準
と
な
る
収
入

（
基
準
収
入
）
を
算
出
す
る
た
め
、

青
色
申
告
を
５
年
間
継
続
し
て
い
る

こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
加
入
申

請
時
に
１
年
分
の
青
色
申
告
の
実
績

が
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
５
年
未

満
の
場
合
、
補
償
限
度
額
は
低
く
設

定
さ
れ
、
申
告
実
績
が
５
年
に
な
る

ま
で
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

類似制度と収入保険制度の関係

加入・支払の時期

　
収
入
保
険
制
度
は
、
収
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
類
似
制
度
と
重

複
し
て
加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ス
ト
増
も
補
て
ん
す
る
畜

産
経
営
安
定
対
策
の
対
象
で
あ
る
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
は
、
収
入
保
険
制
度
の
対
象
品
目
か
ら
除
か
れ
ま
す
。 対象となる収入

　
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収

入
全
体
が
対
象
で
す
。
所
得
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
在
庫
は
販
売
収
入
に
含

ま
れ
ま
す
が
、
加
工
品
・
補
助
金
は

販
売
収
入
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
加
工
品
の
う
ち
精
米
・
荒
茶
・
梅
干

し
・
畳
表
な
ど
税
法
上
農
業
所
得
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
、
補
助
金
の
う

ち
実
態
上
、
販
売
収
入
と
一
体
的
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
、
畑
作
物
の
直
接
支

払
交
付
金
等
の
数
量
払
い
は
、
販
売
収

入
に
含
ま
れ
ま
す
。

補償の仕組み
　
当
年
の
収
入
が
、
基
準
収
入
の
９
割

〔
選
択
し
た
補
償
限
度
割
合
（
最
大
で
９

割
）
〕
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た

額
の
９
割
〔
選
択
し
た
支
払
率
（
最
大
で

９
割
）
〕
を
補
て
ん
し
ま
す
。
補
て
ん
方

式
は
、
「
掛
け
捨
て
の
保
険
方
式
」
と

「
掛
け
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式
」
の

組
み
合
わ
せ
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
積
立

方
式
を
組
み
合
わ
せ
る
か
ど
う
か
は
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第1回
（全4回）

●ＮＯＳＡＩ制度※

●収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）
●野菜価格安定制度
●加工原料乳生産者経営安定対策

●肉用牛肥育経営安定特別対策事業
　（牛マルキン）

●養豚経営安定対策事業（豚マルキン）
●肉用子牛生産者補給金制度、
　肉用牛繁殖経営支援事業
●鶏卵生産者経営安定対策

収入保険制度とは
重複して加入
できません

上記の畜産品目は対象外とし
他の品目との複合経営の場合は

他の品目のみ収入保険制度に
加入できます

※固定資産の損失を補てんするもの（家畜共済〈搾乳牛、
繁殖雌牛等〉、園芸施設共済〈施設内農作物以外〉、果樹
共済〈樹体共済〉）及び診療費を補てんするもの(家畜共
済〈病傷共済〉)を除く

※税務の申告について、詳しくは最寄りの税務署やＪＡ、農業会議などへお問い合わせください。

加入申請 保険料等の
納付

収入算定期間
（法人は事業年度※の１年間）

保険金等の
請求・支払

10月～11月 1月～12月 3月～6月2月～3月12月末

（注）個人の場合のイメージです。

平成31年 平成32年平成30年

収入保険制度への加入には青色申告が必須です。新たに青色申告を始められる方は、
3月15日までに管轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出しておく必要がありま
す。この申請を行えば、その年の所得から青色申告を行うことができます。

青色申告の
5年間継続が基本

加入自体は、
申請時に1年分の
青色申告の実績が
あれば可能。

収
入
減
少

基準収入

当年収入

自己責任部分

支払率
（9割を上限として選択）

保険金
積立金

100％
90％（保険方式+
積立方式の補償限度額）
80％
（保険方式の補償限度額）

過去5年間の平均収入
（5中5）を基本

農業者ごとの
過去5年間の収入

（注）5年以上の青色申告実績がある者が、補償限度9割（保険方式+積立方式）を
　　　選択した場合

所得
生産した
農作物の
販売収入

収入保険制度は、平成30年10月から加入申請が始まります。

確
定
申
告

※法人については、31年1月以降に開始する事業年度

補てん方式のイメージ
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畜舎消毒1回当たり
消毒液等使用量

組合員等
負担額

50ℓ以内
51ℓ～100ℓ以内
101ℓ～200ℓ以内
201ℓ～300ℓ以内
301ℓ～400ℓ以内
401ℓ～500ℓ以内
501ℓ～600ℓ以内
601ℓ～700ℓ以内
701ℓ～800ℓ以内

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
6,000円
7,000円
8,000円

※100ℓ増えるごとに+1,000円の負担となります。

水
稲
共
済
掛
金
等
は

期
限
内
に

納
入
く
だ
さ
い

水
稲
共
済
に
つ
い
て

畜
舎
消
毒
を

実
施
し
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

家
畜
共
済

新
た
な
仕
組
み
が

７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

水
稲
共
済
細
目
書
異
動
申
告
票
に
基
づ

き
、
水
稲
共
済
掛
金
等
を
計
算
し
ま
し

た
の
で
、
該
当
農
家
の
皆
さ
ま
へ
「
平

成
29
年
産 

農
作
物
共
済
（
水
稲
）
共
済

掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
」
お
よ
び

「
引
受
内
容
確
認
書
」
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
期

限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
口
座

の
変
更
等
は
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
災
害

　
自
然
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

●
責
任
期
間

　
本
田
移
植
期
（
直
播
の
場
合
は
、
発

芽
期
）
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

●
被
害
申
告

　
共
済
事
故
が
発
生
し
、
選
択
し
た
支

払
開
始
割
合
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま

れ
る
場
合
は
、
必
ず
収
穫
前
に
組
合
へ

被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
後
に
被
害
申
告
さ
れ
た
場
合

は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
共
済
金
の
支
払
い

　
加
入
方
式
が
一
筆
方
式
７
割
補
償
の
場

合
、
耕
地
ご
と
に
基
準
収
穫
量
の
３
割

（
支
払
開
始
割
合
）
を
超
え
る
減
収
が
あ

る
と
き
に
共
済
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
分
割
評
価

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
防
止
柵
の
管

理
や
肥
培
管
理
の
粗
放
ま
た
は
不
行
き

届
き
、
病
害
虫
防
除
の
不
適
切
な
ど
共

済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
量
が

あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
原
因
に
よ
る
減

収
部
分
は
、
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

事業のお知らせお問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

　
家
畜
共
済
に
ご
加
入
の
組
合
員
の
皆

さ
ま
を
対
象
に
、
疾
病
予
防
を
目
的
と

し
て
畜
舎
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
使
用
す
る
消
毒
薬

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
制
度
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
等
を
使

用
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　
ハ
エ
等
の
害
虫
が
繁
殖
し
や
す
い
時

期
（
７
月
〜
9
月
）
と
し
て
い
ま
す
。

●
農
家
負
担
に
つ
い
て

　
左
表
の
と
お
り
負
担
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
実
施
さ
れ
る
時
期
、
申
込
み
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
支
所
等
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生

な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な

い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
が
生

じ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
平
成
29
年
７
月
31
日

農
作
物
共
済

　
自
然
災
害
へ
の
補
償
拡
充
を
中
心
と

し
た
仕
組
み
改
善
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
手
厚
い
補
償
を
提
供
す

る
特
約
を
充
実
す
る
ほ
か
、
更
改
手
続

き
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　
地
震
、
噴
火
お
よ
び
津
波
に
よ
る
被

害
へ
の
補
償
割
合
を
30
％
か
ら
50
％
に

引
き
上
げ
ま
す
。

　
自
然
災
害
等
が
対
象
と
な
る
総
合
共

済
の
加
入
限
度
額
を
、
１
棟
に
つ
き
２

０
０
０
万
円
か
ら
４
０
０
０
万
円
に
引

き
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
共
済
と
総
合
共
済
を
組

み
合
わ
せ
て
加
入
す
る
場
合
、
１
億
円

建
物
共
済

※特約を付帯していない掛金です。

1  

自
然
災
害
の
補
償
が

　  

拡
充

❶
総
合
共
済
の
地
震
等
補
償
割

　
合
を
50
％
に
引
き
上
げ

❸
特
別
費
用
共
済
金
の

　
対
象
事
故
を
自
然
災
害
ま
で

　
拡
大

❷
臨
時
費
用
担
保
特
約
の
給
付

　
割
合
が
選
択
で
き
ま
す

❶
小
損
害
実
損
填
補
特
約
を

　
導
入

❷
総
合
共
済
の
加
入
限
度
額
を

　
４
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

ま
で
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
再
建
築
価
額
ま
で
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

　
総
合
共
済
で
は
、
特
別
費
用
共
済
金

の
対
象
を
火
災
等
事
故
に
加
え
、
風

災
、
ひ
ょ
う
災
、
雪
災
、
水
災
ま
で
拡

大
し
ま
す
。

　
30
万
円
以
下
の
小
損
害
事
故
を
対
象

に
、
実
損
害
額
を
補
償
し
ま
す
。

※
共
済
目
的
お
よ
び
共
済
責
任
期
間
が
同
一

で
、
共
済
金
額
の
合
計
が
１
０
０
０
万
円

以
上
で
あ
れ
ば
特
約
を
付
帯
で
き
、
支
払

い
は
加
入
共
済
金
額
が
限
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
損
害
共
済
金
の
一
律

20
％
で
し
た
が
、
加
入
時
に
10
％
、

20
％
、
30
％
の
い
ず
れ
か
を
加
入
者
が

選
択
で
き
ま
す
。

※
２
５
０
万
円
が
限
度
で
す
。

　
加
入
者
の
選
択
で
、
自
動
継
続
年

数
が
３
年
か
ら
10
年
ま
で
延
長
で
き

ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
最

寄
り
の
各
支
所
等
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
自
動
継
続
特
約
の
年
数
を

　
10
年
ま
で
延
長

落
雷
事
故
が
多
発
す
る
時
季
で

す
。
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

3  

更
改
手
続
き
が
簡
単

2  

特
約
が
充
実

１棟当たりの加入限度額 平成29年6月
責任開始分まで　　　　　 
火   災：6,000万円
総   合：2,000万円
火+総：6,500万円火   災：

総   合：
火+総：

6,000万円
4,000万円

1億円

さらに
補償が充実！
さらに
補償が充実！

●建物共済掛金が7月1日から改定します

住宅･納屋･物置
･土蔵･農作業場
･畜舎･倉庫･自
家用車専用車庫
･集会場（100坪
以内）アパート
等

建物用途
主なもの 構造区分

一般造

耐火造B

耐火造A

円

円

円

3,700

2,250

1,250

火 災 共 済 総 合 共 済

500万円

円

円

円

7,400

4,500

2,500

1,000万円

円

円

円

22,200

13,500

7,500

3,000万円

円

円

円

44,400

27,000

15,000

6,000万円

円

円

円

14,000

12,800

11,950

500万円

円

円

円

28,000

25,600

23,900

1,000万円

円

円

円

56,000

51,200

47,800

2,000万円

円

円

円

112,000

102,400

95,600

4,000万円
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・
農
作
物
共
済
…
平
成
29
年
10
月
末
日

・
果
樹
共
済
…
…
平
成
30
年
１
月
末
日

【
申
請
期
限
】

電
気
柵
の
安
全
な

使
用
に
つ
い
て

損
害
防
止
事
業
助
成
金

申
請
に
つ
い
て

　
対
象
共
済
の
加
入
耕
地
へ
の
獣
害
対
策
と

し
て
、
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た
に

購
入
・
設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
）

【
対
象
者
】
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
へ
加

入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
ま
た
は
組
合
員
で
構

成
さ
れ
た
集
団
等

【
対
象
施
設
】
イ
ノ
シ
シ
な
ど
へ
の
対
策
と

し
て
、
新
規
購
入
設
置
さ
れ
た
次
の
も
の

①
捕
獲
柵
、
箱
わ
な
（
組
合
の
定
め
る
規
格

基
準
を
満
た
す
も
の
）

②
電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
金
網
、
ネ
ッ
ト
な
ど

の
侵
入
防
止
施
設
資
材

【
交
付
金
額
】
①
に
つ
い
て
は
資
材
費
の

20
％
以
内
（
３
万
円
が
限
度
）
②
に
つ
い
て
は

購
入
さ
れ
た
２
万
円
以
上
の
資
材
に
対
し
、
資

材
費
の
20
％
以
内
（
３
万
円
が
限
度
。
た
だ

し
、
４
㌶
以
上
の
加
入
者
等
に
対
し
て
は
10
万

円
が
限
度
）

※
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
使
用
済
み
の
り
網
の
斡

旋
を
し
て
い
ま
す
。
シ
カ
な
ど
の
侵
入
防
止

ネ
ッ
ト
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
支
所
等

で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

【
価
格
】
1
枚
6
0
0
円

【
規
格
】
高
さ
1.5
㍍
×
幅
18
㍍
程
度

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
防
止
の
た
め
に
適
切
な
措
置
を
講
じ

ま
し
ょ
う
。

①
電
気
柵
を
設
置
し
た
場

所
に
は
、
人
が
気
付
く
よ

う
に
必
ず
注
意
表
示
を
し

て
く
だ
さ
い
。

②
電
源
に
は
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
電
気
柵

用
の
電
源
装
置
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

③
30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭
用
コ
ン
セ

ン
ト
等
）
か
ら
電
気
の
供
給
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
電
気
柵
用
の
漏
電
遮
断
器
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

④
電
気
柵
へ
電
気
を
供
給
す
る
電
路
に
は
、
専

用
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雷
が
発
生
し
て
い
る
時
は
、
特
に
危
険
で

す
。
電
気
柵
本
器
や
柵
線
に
近
づ
か
な

い
よ
う
、
地
域
や
家
庭
で
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

の
り
網
を

斡
旋
し
て
い
ま
す

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は

N
O
S
A
I
広
島
へ

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
を
適
正
に
運

営
す
る
た
め
、組
合
員
の
皆
さ
ま

に
、共
済
掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納

入
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に

本
店
を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
共
済
掛
金
等
を「
現
金
」ま
た
は

「
振
込
」で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
、

ご
加
入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
確
認
の
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た

ら
、現
在
の
ご
加
入
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
内
容
の
本
人
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

今
回
の
食
材

事業のお知らせ

「
農
家
に
学
び
、
農
家
へ
返
す
」

購
読
者
さ
ま
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
基
本
と
す
る
農
業
共
済
新
聞
。

営
農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や
収

入
保
険
制
度
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
に

関
す
る
情
報
を
週
刊
で
お
届
け
し
ま

す
。

　
農
業
共
済
新
聞
の
連
載
で
好
評
の
「
も
っ

と
お
い
し
く
干
し
野
菜
」
（
右
）
と
「
体
に

う
れ
し
い
野
菜
の
話
」
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
、
新
た
に
購
読
申
し
込
み
さ
れ
た
方
ま
た

は
す
で
に
購
読

い
た
だ
い
て
い

る
方
で
、
ご
希

望
者
に
進
呈
し

ま
す
。

※
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

戸
野 
淳
二
さ
ん
（
45
）

三
次
市
畠
敷
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「愛情込めて作ったおいしいイチゴをぜひ食べてみてください」と
戸野さん

と

の

じ
ゅ
ん
じ

　
昨
年
の
春
か
ら
地
域
の
イ
チ
ゴ
農
家
さ
ん
に
教

わ
り
な
が
ら
、ハ
ウ
ス
２
棟（
４
㌃
）で「
と
よ
の
か
」

と「
あ
き
ひ
め
」を
土
耕
栽
培
し
て
い
ま
す
。と
よ

の
か
は
甘
味
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
て
、

あ
き
ひ
め
は
甘
味
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ん
に
安
心
し
て
イ
チ
ゴ
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
の
で
、作
業
は
大
変
で
す
が
、農
薬
は
あ
ま

り
使
わ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
収
穫
し
た
イ
チ
ゴ
は
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
や
デ
パ
ー

ト
に
出
荷
す
る
ほ
か
、直
売
や
通
販
も
し
て
い
ま

す
。お
客
さ
ん
か
ら
は「
甘
味
と
酸
味
が
ち
ょ
う
ど

よ
く
、お
い
し
い
」と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

❶ イチゴは縦に４つ割り、小カブは皮を剥い
て薄切り、スナップエンドウとアスパラガ
スは茹でる。キャベツは手でちぎり、タマネ
ギは薄切りにする。

❷Ａのイチゴは、ミキサーにかけるか裏ごし
をする。それからＡの材料をすべて合わ
せ、ソースを作る。

❸❶のサラダに❷のソースをかけてどうぞ！
＊タコやイカ、ササミなどを加えると、ちょっ

とぜいたくな主菜サラダになります。
＊旬に合わせて、タケノコやウド、山菜なども

おすすめです。

旬

　
イ
チ
ゴ
は
、色
が
鮮
や
か
で
表
面

に
光
沢
が
あ
り
、ヘ
タ
が
み
ず
み
ず

し
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、皮
膚
や
骨
、血

管
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
の
生
成
に
不
可
欠
で
す
。ま

た
、メ
ラ
ニ
ン
を
還
元
し
て
、色
素

沈
着
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
り
、美

肌
の
ビ
タ
ミ
ン
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

一
口
メ
モ

イ
チ
ゴ

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

い
ち
ご
ソ
ー
ス
の

サ
ラ
ダ

　
イ
チ
ゴ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
、
小
粒
な

イ
チ
ゴ
で
も
５
粒
食
べ
れ
ば
１
日
の
推
奨
量

（
1
0
0
㎎
）
の
半
分
が
取
れ
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
活
性
酸
素
を
抑
え
る
抗
酸
化
作
用

が
あ
り
、
免
疫
力
を
つ
け
て
、
ス
ト
レ
ス
の

緩
和
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
調

管
理
に
気
を
付
け
た
い
方
に
は
注
目
し
て
ほ

し
い
栄
養
素
で
す
。

　
イ
チ
ゴ
だ
け
で
は
な
く
果
物
に
は
、
香
り

や
色
、
味
な
ど
五
感
を
気
持
ち
よ
く
刺
激
し

て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
上
手
に
取
り

入
れ
て
、
お
い
し
く
楽
し
い
食
卓
を
演
出
し

ま
し
ょ
う
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

イチゴ
小カブ
スナップエンドウ
アスパラガス
キャベツ
タマネギ
　　イチゴ
　　オリーブ油
Ａ　酢
　　塩
　　こしょう

４個
１個
４本
２本
１枚

1/３個
５個

大さじ３
大さじ１

小さじ1/３
少々

作り方

イ
チ
ゴ

調理時間

15 分



　
北
広
島
町
で
青
木
ヶ
原
牧
場
を
営
む
上
村

一
さ
ん
（
65
）
は
、
弟
の
河
野
啓
二
さ
ん

（
64
）
、
息
子
の
上
村
秀
一
さ
ん
（
37
）
と

乳
牛
約
１
１
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　
一
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
か
ら
牛
を
飼
い

始
め
、
兄
弟
で
酪
農
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
に
、
西
条
農
業
高
校
・
北
海
道

の
酪
農
学
園
大
学
で
学
ん
だ
秀
一
さ
ん
が
就

農
。
「
継
い
で
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。
息
子

が
加
わ
り
、
作
業
は
だ
い
ぶ
楽
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
父
の
仕
事
を
見
て
き

た
秀
一
さ
ん
。
「
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
酪
農
を

続
け
て
い
て
尊
敬
す
る
。
一
緒
に
作
業
す
る

よ
う
に
な
り
、
父
と
は
経
験
の
差
を
感
じ

る
」
と
、
父
の
背
中
を
追
っ
て
い
ま
す
。

牧
場
で
の
取
り
組
み

　
一
さ
ん
と
河
野
さ
ん
が
搾
乳
、
秀
一
さ
ん

が
餌
や
り
を
担
当
し
、
そ
の
他
の
作
業
は
３

人
で
分
担
し
て
い
ま
す
。
毎
日
75
頭
ほ
ど
の

乳
を
搾
り
、
１
頭
当
た
り
年
間
９
千
㌔
か
ら

１
万
㌔
を
搾
乳
し
ま
す
。

　
「
乳
量
と
品
質
を
保
つ
た
め
に
は
、
餌
の

質
に
よ
る
影
響
が
半
分
、
環
境
な
ど
総
合
的

な
管
理
が
半
分
」
と
一
さ
ん
。
自
家
産
の
牧

草
（
10
㌶
）
の
ほ
か
、
輸
入
飼
料
を
与
え
ま

す
。
餌
の
質
が
悪
い
と
牛
の
体
調
に
作
用

し
、
１
頭
当
た
り
の
一
日
の
乳
量
は
２
〜
３

㌔
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
発
情
の
サ

イ
ク
ル
も
崩
れ
る
と
い
い
ま
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
で

町
お
こ
し

　
青
木
ヶ
原
牧
場
の
０
・
５
％
（
年
間
４
千

㌔
）
の
乳
を
、
一
さ
ん
が
社
長
を
務
め
る

「
有
限
会
社
芸
北
ド
ル
チ
ェ
」
で
ア
イ
ス
に

加
工
し
て
い
ま
す
。
町
お
こ
し
に
な
れ
ば
と

15
年
前
に
同
社
を
設
立
し
、
ア
イ
ス
作
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
約
16
種
類
の
ア
イ

ス
に
は
、
芸
北
の
ミ
ル
ク
の
ほ
か
、
大
朝
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
豊
平
の
イ
チ
ゴ
な
ど
地
域

の
農
作
物
を
使
っ
て
い
ま
す
。

酪
農
を
続
け
る
た
め
に

　
一
さ
ん
は
「
今
後
、
私
た
ち
が
年
を
と
っ

て
息
子
が
一
人
で
や
っ
て
い
く
こ
と
を
思
え

ば
、
な
る
べ
く
手
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
将
来

を
見
据
え
、
給
餌
の
機
械
の
導
入
な
ど
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
秀
一
さ
ん
は
家
畜
人
工
授
精
師
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
勉
強
中
で
す
。
「
今

は
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し

ゆ
と
り
を
持
っ
て
や
っ
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
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家
族
が
つ
な
ぐ

酪
農
経
営

北広島町

地域の話題地域の話題
　
熊
野
町
の
熊
野
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
（
大
櫻
圭
吾
代
表
＝
44
歳
）
で

は
、
露
地
３
㌶
、
ハ
ウ
ス
５
棟
（
10
㌃
）

で
、
キ
ュ
ウ
リ
や
広
島
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
35
種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

出
荷
先
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
野
菜
の

種
類
を
拡
大
。
最
近
は
イ
タ
リ
ア
野
菜
の

ス
イ
ス
チ
ャ
ー
ド
、
コ
ー
ル
ラ
ビ
な
ど
も

手
掛
け
ま
す
。
ほ
場
一
つ
一
つ
の
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、
計
画
的
に
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
６
人
で
多
品
目
を
生
産
す
る
た

め
、
収
穫
時
期
を
調
整
し
作
業
分
散
を
図

り
ま
す
。
大
櫻
代
表
は
「
植
え
付
け
の
段

階
で
収
穫
期
の
天
候
を
予
測
し
な
が
ら

や
っ
て
い
る
。
毎
年
天
候
が
違
う
の
で
、

収
穫
時
期
が
ず
れ
た
り
、
長
雨
で
病
気
に

な
っ
た
り
、
農
業
は
毎
年
が
一
年
生
」
と

話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
み
ん
な
が
つ
く
る
み
ん
な
の

農
場
」
と
掲
げ
、
小
学
生
ら
の
農
業
体
験

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

そ
の
場
で
野
菜
を
食
べ
て
、
お
い
し
い
と

言
っ
て
く
れ
る
瞬
間
に
や
り
が
い
を
感
じ

る
と
い
う
大
櫻
代
表
。
「
規
模
拡
大
し
安

定
生
産
す
る
こ
と
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

世
代
の
交
流
場
所
と
し
て
体
験
型
農
場
を

充
実
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

ほ
場
単
位
の
管
理
で

安
定
生
産

熊野町

秀一さん（奥）と牛の餌やりをしながら「作業の効率化を図っていきたい」と、一さん

「無事に産まれてくれればうれしい」と産まれ
たばかりの子牛をなでる秀一さん

「以前は手植えでしたが、昨年導入した野菜移植機のおかげで楽に作業できます」と、従業員と
ロメインレタスを定植する大櫻代表（右）

  

仲
渡 
航
希
さ
ん 

（
23
）

な
か

こ
う

き

と

経
験
を
積
む
日
々

　
農
業
が
し
た
く
て
、
昨
年
５
月
に

広
島
市
か
ら
世
羅
町
へ
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
同
町
の
認
定
農
業
者
・
水

野
誠
さ
ん
（
35
歳
、
水
稲
10
㌶
、

キ
ャ
ベ
ツ
４
㌶
な
ど
）
の
下
で
農
作

業
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
在
学
中
、
将
来
何
が
し
た
い

か
を
考
え
、
「
農
業
を
し
て
み
た

い
」
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
役
場
に

紹
介
し
て
も
ら
い
、
水
野
さ
ん
を
訪

ね
ま
し
た
。
家
も
水
野
さ
ん
が
世
話

し
て
く
れ
て
、
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も

一
か
ら
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は

全
て
の
作
業
が
楽
し
い
ば
か
り
で
し

た
が
、
最
近
は
、
天
候
や
ほ
場
の
条

件
に
左
右
さ
れ
る
農
業
の
厳
し
さ
も

感
じ
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
経
験
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
主
に
キ
ャ
ベ

ツ
の
収
穫
・
出
荷
作
業
、
店
へ
の
搬

入
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん

が
手
に
取
り
、
買
っ
て
く
れ
る
姿
を

見
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
ね
。
慣

れ
な
い
作
業
に
体
調
を
崩
す
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
体
調
管
理
に

も
気
を
配
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
消
防
団
な
ど
地
域
の
活
動
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
農
業
経
験
の
な
い

自
分
を
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
水
野
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
も

ら
え
る
、
自
慢
で
き
る
世
羅
野
菜
を

作
り
た
い
で
す
。

「毎日が発見と勉強です」と仲渡さん

世
羅
町



高野の完熟リンゴのみを絞り、雪室で３ヶ月
以上寝かせたジュースと高野リンゴ手作りコ
ンポート、高野味噌に季節の野菜を加えた

「おにぎり味噌」をお届けします。

道の駅たかの「高野の逸品セット」

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

今回のプレゼント

①中国から伝わり、「気」の流れを良くし
て開運へとつなげる学問のひとつ

②軒先に巣を作る渡り鳥
③Goldの和訳
④カナダの作家L.M.モンゴメリの長編

小説「赤毛の○○」
⑥家畜の飼料などを貯蔵しておくタンク
⑧ギリシャやローマの文化を復興しよう

とする文化運動、またはこれらが興っ
た時代のこと。レオナルド・ダ・ビンチ
などが活躍していた時代。フランス語
で「再生」や「復活」を意味する

⑨夏の風物詩、○○○線香
⑪修道女のこと
⑫３分間しか活動できない、巨大変身

ヒーロー「○○○○マン」
⑭餅つきや穀物の脱穀等に用いる、木や

石でできた道具
⑯70歳のこと

①船の発着する場所
　（○○○○場）
④トビウオの別名
⑤絵画「最後の○○○○」
⑦イカを干したもの
⑩農作物共済（水稲）の対

象となる作物
⑪玄人の対義語
⑬英語で南
⑮「瑠璃」の読み
⑯一定しているさま
　「○○○○○○な収益を

上げる」
⑰白身魚の中でも人気。天

ぷらやフライが絶品！（漢
字では鱚と書く）

⑱研究所や実験室の通称

タテのカギ ヨコのカギ

⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮

⑦ ⑧

②①

⑰ ⑱

⑤ ⑥

③ ④

⑯
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ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを訪ねて県内を散策。

今回は庄原市高野町に行ってきました。

満
開
の
桜
を

見
て
き
た
よ
！

満
開
の
桜
を

見
て
き
た
よ
！

A B C

⑨
C

⑩
B

A

ヒ
オ シ ク ラ 　 　 マ
サ 　 ロ ー カ ル
カ ナ ダ 　 ガ ク フ
ナ ウ 　 ス ミ 　 ク
　 シ キ 　 モ ン ロ
タ カ 　 イ チ 　 ウ

カ イ ゾ ク ヒ
ロ
シ
マ

庄原市高野町 編

　
広
島
県
の
最
北
端
に
あ
る
高
野
町
で
は
、春

が
ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
ま
す
。円
正
寺
の
し
だ
れ

桜
は
江
戸
時
代
初
期
に
植
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
お
り
、見
頃
は
４
月
中
旬
〜
下
旬
で
す
。今
年

は
４
月
18
日
頃
に
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。

　
天
満
神
社
の
ご
神
木
で
あ
る
乳
下
り
オ
オ
イ

チ
ョ
ウ
は
、高
さ
約
18
ｍ
、目
通
り
幹
囲
9.6
ｍ
の

県
内
第
一
位
の
大
木
。樹
齢
が
千
年
と
推
定
さ

れ
、見
頃
は
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬
で
す
。

　
ど
ち
ら
も
広
島
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　「
道
の
駅
た
か
の
」は
庄
原
市
の
北
の
玄

関
口
と
し
て
、多
い
時
は
１
日
に
約
1
万

人
が
訪
れ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。建
物

は
全
て
庄
原
市
の
木
材
を
使
用
し
て
い
ま

す
。館
内
で
は
、庄
原
市
の
農
産
物
の
み
を

取
り
扱
っ
て
お
り
、加
工
品
や
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
提
供
さ
れ
る
料
理
に
至
る
ま

で
、産
地
な
ら
で
は
の
地
場
産
品
を
取
り

揃
え
て
い
ま
す
。

　
高
野
町
は
大
根
や
ト
マ
ト
、夏
イ
チ
ゴ

な
ど
も
県
内
有
数
の
産
地
で
あ
り
、道
の

駅
で
は
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
常
駐

し
て
お
り
、観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、飲
食
店
な

ど
、高
野
町
を
は
じ
め
と
す
る
庄
原
市
の

情
報
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

円
正
寺
の
し
だ
れ
桜
、

乳
下
り
オ
オ
イ
チ
ョ
ウ

広島県庄原市高野町下門田49
TEL.0824-86-3131
FAX.0824-86-3232 
営業時間／9：00～18：00

（カフェレストラン「そらら」
11：00～17：00）
定休日／第２・第４水曜日
※営業時間・定休日が異なる時期もありま
すので、詳しくはお問い合わせください。
駐車場／55台

観光コンシェルジュの
檀上理恵さん

高野町は四季折々の
楽しみ方があります。
お気軽にご相談ください

「雪室」は雪を活用した天然の冷蔵
庫。今年の３月に降った雪が詰めら
れており、特産品（りんごジュース
等）を貯蔵しています。（見学可）

外観のカーブは

高野町特産の

リンゴをイメージ

しているよ！

外観のカーブは

高野町特産の

リンゴをイメージ

しているよ！

松江自動車道

高野IC

39 186

186
至
三
次
↓

↑
至
松
江 円正寺の

しだれ桜

乳下り
オオイチョウ

432
432

下高野山郵便局

道の駅たかの

●
地
域
の
話
題
の
中
で
の
皆
さ
ま
の
頑
張
り
、
い
つ
も
勉
強
に
な
り

拍
手
で
す
。
表
紙
に
出
て
く
だ
さ
る
方
々
に
も
い
つ
も
心
が
和
み

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

廿
日
市
市
玖
島
　
Ｉ
さ
ん
（
74
）

●
ハ
ウ
ス
へ
の
被
害
が
多
数
あ
り
ま
す
ね
。
雪
・
強
風
に
備
え
て
の

対
策
が
い
か
に
必
要
か
と
い
う
こ
と
。
何
ご
と
に
も
日
ご
ろ
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
ね
。
　   

安
芸
太
田
町
　
Ｎ
さ
ん
（
65
）

●
頑
張
っ
て
農
業
さ
れ
て
い
る
方
の
記
事
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
　
　
　   

東
広
島
市
安
芸
津
町
　
Ｏ
さ
ん
（
89
）

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。
県
内
各
地
の
観
光
地
や
グ

ル
メ
の
情
報
も
あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。尾

道
市
向
島
町
　
Ｈ
さ
ん
（
81
）

●
「
え
が
お
」
の
お
二
人
の
写
真
に
和
み
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度

70
周
年
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
の
出
る
記
事
待
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　   

福
山
市
津
之
郷
町
　
Ｙ
さ
ん
（
60
）

●
農
家
に
と
っ
て
水
稲
の
ほ
か
、
獣
害
対
策
な
ど
の
記
事
は
と
て
も

参
考
に
な
り
、
毎
回
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

三
次
市
君
田
町
　
Ｈ
さ
ん
（
66
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

平
成
29
年

9
月
8
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
1
1
4
9

通
の
は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品

を
お
届
け
し
ま
し
た
。

62
円

応
募
方
法

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

前
回
の
答
え

N
O
S
A
I
の
新
た
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

決
ま
り
ま
し
た
。
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と仲良しです。

表紙写真紹介

福
山
市
御
幸
町

中
島 

輝
雄
さ
ん（
66
）

　
　 

桂
子
さ
ん（
65
）

な
か

し
ま

て
る

お

け
い

こ
ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

特  

集 

第 号12
2017

　
保
育
士
に
な
っ
て
6
年
目
。
日
々
子
ど

も
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
信
頼
関
係
を
築

け
て
き
た
な
と
実
感
で
き
る
と
う
れ
し
い

で
す
ね
。
園
児
が
私
の
こ
と
を
「
し
ぇ
ん

し
ぇ
い
（
先
生
）
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
こ

と
に
も
成
長
を
感
じ
ま
す
。

　
家
で
は
家
族
が
野
菜
を
作
っ
て
い
ま

す
。
料
理
の
レ
シ
ピ
を
見
ず
に
、
家
に
あ

る
食
材
を
使
っ
て
、
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
と
料
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

數
佐 

尚
子
さ
ん
（
25
）

か
ず

さ

よ
し

こ

東
広
島
市
八
本
松
町

き
ら
り

写真や絵手紙など、
お気軽にお寄せください。

〒732-0052 広島市東区光町一丁目２番23号
ＮＯＳＡＩ広島　ノーサイくん宛

送付先

TEL.082-262-4711　総務部 企画情報課

お問い合わせ先

注意事項

◎投稿は郵送に限り、投稿サイズは、はがき～
Ａ３判まで（写真はＬ判のみ）とします。

◎投稿された写真・絵手紙等は返却できませ
ん。紙面等の都合に合わせて随時掲載して
いきます。

◎紙面作り以外の目的には使用いたしませ
ん。ただし、広報紙はホームページでも掲載
します。

読
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
投
稿
を

募
集
し
ま
す
！

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
損
害
評
価
会

委
員
と
し
て
、
被
害
申
告
の

あ
っ
た
ほ
場
の
現
地
調
査
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
４
月
か

ら
は
総
代
も
兼
任
し
、
組
合
員

の
代
表
と
し
て
、
組
合
運
営
の

方
向
を
決
め
る
重
要
な
責
務
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
密
着
型
で
農
家
を
支

え
る
組
織
で
あ
る
よ
う
期
待
し

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

第
4
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
4
回 

通
常
総
代
会
開
催


